
霞ケ浦沿岸地域における蓮根栽培

山本正三・田林 明・菊地俊夫

I はじめに

茨城県の蓮根栽培は，第53次農林省統計表 (19

76)によれば、作付面積が1,52 Oba, 収穫量が

18, 7 0 Otで，全国の作付面積の 28.1%，全国の収

穫量の 22.6％を占めている。第 1図が示すように

1972年には，茨城県は作付面積および収穫量にお

いて徳島県を抜いて全国 1位となった。
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第 1図 蓮根作付面積の推移

茨城県内における蓮根栽培の状況をみると，そ
1) 

の収穫量の 86.12形は土浦市を中心とする霞ケ

浦沿岸地域で占められている。特に土浦市と出島

村は茨城県における収穫面積の50伶以上を占め，

蓮根栽培の中心地域を形成している。この霞ケ浦

沿岸地域が蓮根栽培地域として発展するようにな

ったのは，低湿地で米の生産性が低く，稲作より

も蓮根栽培により適していたことや，大量消費地

である京浜地区に近く，従来の生産地であった江

東地区での栽培が都市化により困難になり，蓮根

の生産地が移動したことと直接関連があるといわ

れてきた2)。また，霞ケ浦沿岸地域の蓮根栽培は

1970年以降における米の生産調整に関連して発
3) 

展を促されてきた 。筆者らは，霞ケ浦沿岸地域

における蓮根栽培の発展が，どのような地域的な

条件によって規定されているか，出島村，特に下

大津地区戸崎部落において，実地調査を行なって

きた。本稿はその第一報である。

Il 出島村における蓮根栽培

II-1 蓮根栽培の分布と立地条件

出島村の蓮根栽培は1968年の統計4)によれば，

作付面積が 7ha,生産量が 140tであった。これ

は茨城県全体でも，それぞれ 5.1%，5.3％を占める

にすぎなかった。ところが，最近の10年間の発展

は目ざましく， 1973年以降出島村は土浦市に次ぐ

第 2位の生産地となった。 1978年の統計 5)によれ

ば，出島村は作付面積が 234ha,生産量が 2.180

tで，茨城県全体でそれぞれ 15.4%, 15.1％を占

めていた。

出島村の蓮根栽培地域は，土浦市と地続きの湖

岸低地と新治台地に刻まれた谷津田に分布してい

る。蓮根栽培農家は，第 2図でわかるように，一

の涯川よりも西側の地域に多く分布している。こ

れらの農家は付近の湖岸低地や谷津田に蓮根を栽

培している。

蓮田の分布は土壌条件と深い関係がある 6)7)。

この関係を見るため第 3凶を作成した。この図に
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第 2図 出島村における蓮根栽培農家の分布
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示される砂質率は，次のように算定した。検土杖

により，深さ30---60cmの土壌を湖岸低地に均等に

40カ所で採取し，土壌の乾燥重量および砂（粒径

が0.07 5 mm以上） の重量を秤量し，砂の重量／土

壌の乾燥重量 X 100茄として求めた。また，蓮田

率は，湖岸低地の土地利用図を作成し， 農業集落

ごとに，湖岸低地の蓮田面積／湖岸低地の経営耕

地面積 X 100％として求めた。この図から，蓮根

栽培農家がほとんど分布しない一の瀬川より 東の

地域では，砂質率が80茄以上であることがわかる。

砂質土壌で蓮根を栽培する と， 蓮根の地肌が傷つ

けられるし，蓮根は腐敗病にかかりやすい。砂質

土壌は，一般に蓮根栽培に適していないとみられ

ており，砂質土壌地帯であ る一の願川より 東の湖

岸低地では「出島の米どころ」として，良質の米

が生産されている。

ーの瀬川以西の湖岸低地は砂質率が80笏以下の

泥質土壌の地帯である。この地帯の蓮田の分布は

砂質率の分布と高い逆の相関を示している。一の

瀬川から離れるにつれて湖岸低地の砂質率は低下

し，泥質土壌の性格が強くなるにつれて蓮田率が

増大している。このことから，蓮根栽培の分布は

泥質土壌という土壌条件に規定されていることが

明確である。

IIー2 蓮根栽培農家

1979年には，出島村には434戸の蓮根栽培農

家があり，その 52.8％の 229戸が土浦市に隣接

する下大津地区にあ った。下大津地区戸崎部落で

は，蓮根を栽培する農家は55戸で，そのうち蓮根

による収入を第 1位とする 「蓮根専業農家」は41

戸で，全体の 71.5％を占めていた。この「蓮根専

業農家 」の 蓮田面積は，平均で約 1.5haであ

る。この面積のうち，約 50aは兼業農家か ら借り

受けたものである。

これらの農家の蓮根栽培以前の農業経営は稲作

＋養蚕を軸に して， 麦類，芋類，豆類などの畑作

物を組合せていた。養蚕が衰退し， さらに蓮根栽

培が導入されると， 農業経営は蓮根栽培十畑作翌

蓮根栽培＋梨栽培に変化した。

Ilー3 蓮根栽培の作業

出島村の蓮根栽培には 2つの方法がある。 トン

ネ）レ栽培と普通栽培である。 トンネル裁培 （写真

1) は蓮田につくった小型の ビニールトンネルの

中でワセ種を栽培する。 ビニー）レトンネルは蓮根

をマルチ栽培した場所に鉄パイ プで骨組みをつく

写真 1 トンネル栽培 (1979年 5月撮影）
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第 1表 蓮根の栽培カレンダー

月 1 I 2 I 3 4 5 6 7 I s I 9 I 10 I 11 I 12 
石 元代植 換 追 卜 収

ン
灰 か付 ネ 穫

トンネル栽培
窒 肥き け 気 肥 ｝レ 開

除

素 去 始

石 元代植除 ア 追除 止ネ 収

ブ 草 ク

灰 か付 ラ 肥 根 肥イ 穫

普通栽培 ム 廻 ム

窒 肥きけ草シ (1) し(2) 除シ’ 開

防
素 除 去 始

（出 島村農業協同組合 土浦地区農業改良普及所）

り，ビニ ールを二重におお いかぶせている 。

トンネル栽培はダルマ種を栽培する普通栽培より

も収穫開始時期が， 1カ月 程早い 8月上旬である 。

このトンネル栽培は土浦市域で盛んに行なわれて

いるが，出島村での普及は全体の蓮田面積の20%

程にすぎな い。

戸崎部落では，白味を帯びたダルマ種と赤味を

帯びた ワセ種 とを混ぜて植付ける普通裁培を行な

っている。そのため，この部落の収穫時期は，若

干早くな っている。第 1表は，蓮根栽培における

年間の作業を示している。

普通栽培において， まず最初の作業は植付け 1

カ月前の 3月上旬に石灰窒素を散布し， 5～7日

後に，蓮田を耕起する ことである 。特に，この作

業は腐敗病田に とって重要である。腐敗病田には

10a当り 40 0 Kc;の石灰および苦土石灰が投入さ

れる。

次の作業は植付けの 7~10日前の 4月上旬に元

肥を施すこ とである。 この元肥には鶏糞などの有

機肥料が 10a当り約 20 0 Kc;使用され，肥料を入

れた紙袋のまま蓮田に均等になるように投入され

てい る。

次に，代かきおよび植付けが 4月中旬から 5月

下旬 まで行な われる。蓮根の苗は「種バス」と呼

ばれる。前年の優良品種のうち，ー割程度が掘り

残され「種バス」となっている 。植付けには10a 

当り 20 0 Kc;の苗が使用される 。

植付け後は立葉発生時の 5月上旬まで10~15cm

に湛水し て保温管理を行なう 。さ らに，アブラム

シ防除として， ダイシストン粒剤が10a当り 2K9 

植条に施される。ま た，ザリガニの防除剤として

スミチオン乳剤の原液が10a当り 250 CC.蓮田の

周辺に滴下される。

立葉発生時の 5月上旬から，浅水にし て水温を

あげる。しかし，腐敗病田はやや深水にしておく

必要がある。立葉が 3枚程度になる 6月中旬頃に

追肥として， 有機肥料が10a当り 20 0 Kc;施され

る。

立葉が 8枚程度になる 7月中旬頃に，最後の肥

料として， 有機肥料が10a当り 100 Kc;施される 。

また， この時期に，ネクイ ハム、ンを防除するため

に，ダイシストン粒剤が10a当り 3Kc;蓮根の根元

に施される。その後，収穫までの管理は蓮田を 5

cm程度に湛水させておくことである。

収穫は， トンネル栽培で 8月上旬，普通栽培で

8月下旬に開始される。収穫する 際には， 一週間

程前に収穫する 場所の葉柄を刈取り，田面を10~

15cm程度に湛水させて蓮根の渋抜きを行なう。
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現在，掘取りはヒューガルボンプ（写真 2)を

使用 している 。 ヒューガルポンプは，地下水位の高

いこの地域の性格により， 掘抜き井戸からくみあ

げられた地下水を利用している。 ヒューガ）レポン

プの操作は，泥田の中に ヒューガルボンプの ノズ

ルを持ってはい り， ノズ）レか ら噴出するジェット

水流で蓮根のあ る場所の土壌に水圧をかけ， 蓮根

を浮びあがら せる 。そ して，蓮根の収穫が行なわ

れる（写真 3)。 この時，ノ ズルから噴出する水

に混じる砂により蓮根の表面が損傷し，品質が著

しく 悪くなるため，特に慎重な掘取り作業が要求

されている。収穫時期にはパイプハウスやテント

がつくられる 。これらは直射日 光に弱い蓮根を掘

取り後， 日光にさらさないよう日よけの役目 と，

冬の収穫時の寒風よけの役目を果している （写

真 4)。 パイプハウスやテント の中で蓮根の水洗

いが行なわれ，蓮根の ヒゲ根が除去される（写真

5)。

水洗い後，蓮根を漂白するた め リン酸な どの漂

白剤をかける 。その後，完全に水を切り，家族総

写真 2 掘抜き井戸からの地下水を利用する

写真 3

ヒューガルポンプ (1979年 5月撮影）

ょ

男の人がヒュ ー

ガルボンプを採作

し， 女の人が浮び

あがった運根を収
··.~ ｀て翠；；•

:'i'.¾が· ・；、や．吟・・

・々・、 i己 へ・心・O 吋・ 穫し，包丁で適当

・ ・へ な大き さに切 って

ー ，❖ ・-

心 平 i． デ・郊ヽ

いる。

ヒューガルボンプによる蓮根掘り作業

(1979年12月撮影）
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写真 4 運田のかたわらにつく られたパイプハウス

(1979年12月撮影）

写真 5 蓮根の水洗 い (1979年12月撮影）

写兵 6 家族総動員による運根の箱詰め作業

(1979年 5月撮影）
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動員で箱詰めを行な う （写真 6)。 箱詰めの

前に， 品質，形状，色沢により蓮根は等級区分さ

れる。 上級は節が 2つ以上あり，品質 と色沢が良

好なもの。 中級は節が 2つ以上あるが，傷のある

ものや表面が赤味を帯びているもの。下級は節が

1つ以下のものである。蓮根は等級ごとダンボー

ルに箱詰めにされる。ひ とつのダンボールの重量

は， 出荷先が京浜市場のもの は4kg，関西市場の

ものは 5Kr;であ る。箱詰めにされた蓮根は，午後

4時までに部落の集荷所へ出荷される。 このよ う

な収穫は， 8月中旬から翌年の 5月下旬 まで随時

行なうこ とができる。そのため，収穫時期の労働

力は適当に配分され，労働力が特に集中する時期

は，正月用蓮根の需要が高まる12月だけである。

このこ とから，他の農作業との労働面での競合は

回避されやすい。

II-4 蓮根栽培の地域組織

収穫され， 4 Kc;ごとに箱詰された蓮根は，蓮根

の出荷組合によって京浜市場に出荷される。

出島村における蓮根出荷組織には 2種類ある。

ひとつは農業協同組合の蓮根部会が中心となって

組織した農協蓮根出荷組合である。出島村には，

出島村農協，佐賀農協と安飾農協とがあり， それ

ぞれ蓮根の出荷組合を作 っている。もうひとつは

業者と特約契約を結ぶことにより， 組織され

た出荷組織である 。 3つの農協蓮根出荷組合の加

入戸数は，1979年現在，それぞれ出島村農協の蓮根

出荷組合が 21 1戸，佐賀農協の蓮根出荷組合が

1 1戸，安飾農協の蓮根出荷組合が 3戸であ る。

東京の江東地区の出荷業者で， 現在，土浦市沖宿

の出荷業者榎本商店 と出荷契約を結んでいる戸川

蓮根組合と土浦市沖宿の出荷業者である三橋商店

と出楠契約を結んでいる出島村蓮根組合がある。

業者と出荷の特約契約を結んでいる農家戸数は，

戸川蓮根組合が23戸，出島村蓮根組合が 6戸であ

る。数の うえでは農協蓮根出荷組合が業者と の出

荷特約による蓮根出荷組合を圧倒してい るが，戸

川蓮根組合と出 島村蓮根組合の方が古 く， 農協蓮

根出荷組合は蓮根栽培が発展 して きた1974年に設

立された。

3つの農協の蓮根出荷組織と業者との特約によ

る蓮根出荷組織との違いは，前者が共同体的な機

能集団であ るのに対 して， 後者は経済的機能集団

の性格が強いことである。つまり ，農協蓮根出荷

組織は集落ご とに集荷所を設け，部落をひとつの

単位として機能的 にまと め，他の蓮根出荷組

織への加入を認めていない。 これに対 し， 業者と

の出荷特約によ る蓮根出荷組合は「買いたたかれ

る心配はあるけれども，品物 と引換えにす ぐ代金

が入る 」と いう経済的な関係だけで結びついた機

能集団である。

それぞれの出荷組織は第 4図に示されるよ うに，

機能の結合関係から 3つに類型化できる。 組織機

能の単位は， 3類型 とも，蓮根を栽培す る農家で

ある。
9) 

第 I類型では，農家の上位に集荷所があり，こ

の集荷所を中枢的機能として集荷圏が構成されて

いる。これを第一次集荷圏 と名づけた。そし て，

農協の トラ ックが各集荷所を巡回して， 集荷所の

ー

百

場

茉・

荷

協

集

展[

-荼
ハ
[

m-

~
 ーヽ

II

-

---…農 家

第 4図 蓮根出荷組織の類型
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上位の中枢的機能である 農協に蓮根が集め られる。

これは第一次集荷圏の上位にあるため，第二次集

荷函 と名づけた。出島村農協の出荷組織がこの類

型に相当する。

第II類型は，農家が直接に農協あるいは業者に

持込む形態であり， 農協などを中枢的機能として

第一次集荷圏が形成される。 出島村の農協の一部，

佐賀農協，安飾農協の蓮根出荷組合がこの類型の

典型である。第 5図は第 I, 第II類型に相当する

農協の組織の空間的配置を示したものである。

第皿類型は業者 との出荷特約による蓮根出荷組

合に相当するものであり ，業者が トラッ クで農家

を巡回して蓮根を集めている。 この類型の集荷圏

は湖岸低地沿いに細長く形成されている。これは

湖岸低地沿いの県道を媒体として， 機能単位であ

る農家が結びつけられている ためであ る。

III 
出島村における蓮根栽培発展の地域的基盤

米の生産調整 と蓮根栽培の発展

出島村では，1970年以降実施された米の生産調

整により泥質土壌の湖岸低地の水田の大半が蓮田

に転換された。第 2表は出島村の水田から蓮田へ

の転換状況を示している。これによれば，1978年

までに転換された蓮田は 167haである 。これは

蓮田面積全体の 71.4％に当り，蓮田の拡大に対す

る米の生産調整の影響が大きいこ とがわかる。

1974年 と1975年には一時的に米の生産調整が弱め

皿ー 1

＊
・

農協

集荷場

安飾農協
|
L
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第 5圏 出島村における出荷組織の空間的配置
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第 2表 出島村における蓮田への転換状況

年 次 （年）

蓮田に転換された水田 (ha)

1り l971

10 I 18 1~ 

資料： 転作等実績調査表

第 3表 出島村戸崎部落の転作状況（蓮田に転作された水田面積） 単位： a 

調査豊家 1970 19 71 1972 • 19 73 1974 1975 1976 1977 1978 

゜
12.96 25.07 1227 8.95 16.88 17.10 17.65 

S 1 21.2 7 2 0.10 2 6.15 10.2 0 0.21 17.27 60.96 

S 2 11.13 12.00 33.45 4.79 2 6.10 4.82 

I 1 30.32 14.80 4.80 42.32 48.04 

H 26.97 0.10 9.93 0.86 12.48 

Tl 18.0 3 9.08 14.08 1.3 9 15.00 41.32 24.00 

I 2 10.00 3.83 14.66 14.39 43.69 3 223 

K 4.33 21.7 4 5.19 89.07 23.44 

S3 20.97 25.4 7 43.60 1.9 6 

I 3 8.2 3 11.88 19.00 

I 4 10.00 20.90 0.2 8 48.82 30.56 

I 5 9.00 16.66 8.16 9.3 1 7.33 15.76 

I 6 8.40 16.90 26.94 4.19 6.90 14.87 18.5 2 38.28 

I 7 6.4 7 20.78 12.60 3.11 6.18 28.94 

T2 15.4 7 18.59 0.80 2.4 14.66 44.99 8.83 

Y 13.00 10.5 6 41.07 11.04 14.0 0 25.76 

調査農家計 10 2.2 3 2 71.12 2 7 7.14 61.96 11.00 164.0 0 45 5.3 3 344.77 

資料 ： 出島村転作実施計画書

られ，蓮田に転換された水田は少ない。 しか し，

1976年か ら再び米の生産調整が強化される につれ

蓮田に転換された水田面積は急増 した。

このように，蓮田への転換を促進させた理由に

は泥質土壌が稲作よりも蓮根栽培に適していたこ

とや，収益的にも蓮根が10a当り26万円であるの

に対し て， 米が10a当り 13万円 と蓮根の方が収益

性が高いことや，労働配分の面からも他の農作業

と競合 しないことなどがあげられる。しか し， 最

大の理由は蓮田に転換すると，米の生産調整によ

り 「米生産調整奨励補助金」が10a当り 4万円か

ら4.5万円支給されてきたことである。この補助

金は，10a当り 3~5万円という稲作の肥料代を

完全に賄うことができ，蓮根栽培農家に とり好条

件である 。

戸崎部落における水田から蓮田への転換状況は

第 3表に示されている。この表か ら， 1974年 と19

75年には蓮田に転換された水田面積が少ないこと

がわかる 。この時期を境に して蓮根への転換時期

を 2つに区分すること ができ る。第一次転換期は

- 9 -



1970年から 1973年までの時期である。この時期

に蓮田に転換された水田は，稲作条件の最も悪い

湖岸付近の湿田であった。第二次転換期は 1976年

以降である。この時期に蓮田に転換された水田は，

稲作条件の比較的良好な場所に及んできている。

そのため，水田は条件の最も良い場所に自給用と

して残るだけと なっ た。

-

―

 

木

谷
地
田

↓□
z
 

．

台

＿

斜地台

↑

湖
岸
低
地ロ

~150150 

15~_:_しー』」↓
水利

---

□祠

鵬 蓮田

□畑

眉 梨園

中
言〗雑木林

鷹困］ 農家

>
誕 ：．薗倖低地

蓮根栽培導入前 蓮根栽培導入後

第 6図 出島村戸崎地区の土地利用モデル

m-2 土地的基盤

戸崎部落は台地，台地斜面，谷津田，湖岸低地

という土地の要素から成っている。第 6図は，こ

れらの土地の構成要素が蓮根栽培以前，以後でど

のように利用されていたかを模式的に示したもの

である 。

蓮根栽培以前，台地上の畑では麦類や芋類と桑

が栽培され，谷津田や湖岸低地は水田に利用 され

ていた。しかし，米の収量は場所によ り著 しい差

があった。聞取り調査によれば，谷津田や台地に

近い水田では10a当り10俵の収穫があるのに対し

て，湖岸の低湿地では 4俵とかなり低い。昭和30

年に戸崎土地改良区が設立され，霞ケ浦に堤防が

建設される以前には，湖岸低地の3分の 1ほどが

洪水の常習地区であり，田植後，土用波により冠

水し， 3年に一度収穫があれば良いという状態で

あった。湖岸低地を 3分し， 湖岸から低湿部，中

央部，上部 とすると， 10a当りの米の収量は， 低

湿部が 4俵，中央部が 8俵，上部が10俵程度で，

生産性に著しい差がみられる。

蓮田への転換期をみる と， 低湿部では， 転換期

が1969年から 1971年の米の生産調整の開

始時期に一致し，中央部では1971年から

1976年にかけて蓮田 に転換された。また

上部では，蓮田への転換は米の生産調整

が再強化された1976年以降であった。こ

のこ とから ，蓮田の拡大が低湿部から中

央部，上部 と順次進行 したことがわかる。

蓮根栽培が埠入される と， 湖岸低地と

谷津田の土地利用は一変し，蓮田が卓越

する ようになっ た。蓮根の生産性は米の

生産性と同様に場所によ り大きな差があ

る。 10a当りの蓮根の収量は低湿部が

3.0 0 0 Kr;, 中央部が 2.00 0 Kr;,上部が

1.0 0 0 Kr;となっている。このような差の

原因 と考えられる蓮田の土壌条件を調べ

た。

砂質率をみると，低湿部が40％以下，

中央部が40~80%，上部が80％以上である。 この

土壌条件の変化は蓮根の生産性を規定し てお り，

その結果が土地利用に反映されている。水はけの

良い砂質土壌が分布する上部は秋になる と乾田 と

なり稲作に適しているが，蓮根栽培には適してい

ない。そのため，この上部には米の生産調整下で

も自給用の水田が立地 してきた。

しかし，米の生産調整が強化されて くると， 蓮

田の拡大は蓮根の生産性の低い上部にまで及んで

きた。これは近年に目だつ蓮根の品質の低下を一

層促す原因になってい る。

m-3  蓮根栽培の発展と農家経営の形態

蓮根栽培の発展は土地利用の変化ばかり でな く，

農家の経営形態をも変化させた。それは農家の専

業と兼業への分化に大き く寄与してきた。
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第 7圏 k農家の栽培カレンダー（聞き取 りにより作成）

戸崎部落の場合， 兼業農家 （第二種兼業農家）

は全農家の55戸のう ち10戸(18.2%）であり， 蓮根収

人が第 1位の蓮根専業農家は41戸(74.5%）ある。

10戸の兼業農家では，世帯主が土浦市や神立の

工業団地に働き に出て， 残された老人や女の手で

農業が営まれた り，休 日に世帯主が農業に従事 し

ている。

兼業農家のひと っ，0家では世帯主 (63オ）と

長男 (26オ）が神立の工場に勤務 し，休日に農業

を行ない，毎日 の農作業を妻 (53オ）が行なって

いる。所有耕地は蓮田が 60a,畑10aである 。実

際に， 20aの蓮田と 8aの畑が耕作され， 40aの

蓮田は専業農家に10a当り 4万円で貸 している。

蓮根の収穫には休日を利用して，蓮根を機械

で掘取っている。 0家の例でもわかるよう に，兼

業農家は経営規模が縮小しても，実質的な経営耕

地面積の70-90％を蓮田にしている。これには米

よりも蓮根の方が収益性が高 く，生産調整の補助

金が入り， しかも収穫可能時期が長期にわたるた

め，手のあ いた時に，随時，掘取りができる とい

う便宜さも手伝っている。

戸崎部落の蓮根専業農家は， 2つのタイプに分

化している。ひとつは蓮根栽培専門農家であり，

もうひと つは多角経営農家である 。

蓮根栽培専門農家は 2戸にすぎないが，増加す

る傾向にある。蓮根栽培専門農家のひとつT家で

は，世帯主 (49オ），妻 (50オ）， 長男 (24オ）の 3

人が農業に従事 している 。蓮田の規模は90aであ

るが， 1 ha程の蓮田を 5戸の兼業農家などから借

受けて蓮根栽培を行な っている 。蓮根の収穫時期

になると， 長男が掘取 りを行ない，他の二人は蓮

根の水洗いを行な う。 12月の忙繁期には男手二人

で掘取りを行なっている。 T家の例か らも わか る

ように，蓮根栽培専門農家は兼業農家か ら蓮田を

借受けて， 蓮田を 2ha程度に拡大させ， 多大な労

働力を蓮田に投入して蓮根の生産をあげている 。

多角経営農家は39戸あり，畑作を多角的に行な

う農家と梨栽培を埠入 した農家とに区別される。

この種の農家の発達に伴い，第 6図で示されたよ

うに，台地の斜面の一部が梨園になり，台地の畑
10) 

では桑園が減少し多種多様の作物 が栽培され

るようにな った。

多角経営農家のひと つ， K家は，第 7図の栽培

カレンダーで示されるように，蓮根栽培と多角的

な畑作を行なっている 。K家の労働力は，世帯主

(43オ）， 妻 (40オ）と父 (67オ）である。経営

耕地は，蓮田が 2ha,普通畑が 2haである。こ

の蓮田のうち60aは3戸の兼業農家から，10a当

り3万円で借受けたものである 。普通畑のうち

140aが小麦とビール麦，50aがジャガイモ， 10

aが自 家菜園である 。また， 140aの畑では 5月

から 6月中旬までラッカセイとサッマイモを麦の

うね間に作付し， 麦の収穫後も同じ畑で 栽培され

10月中下旬に収穫が行なわれる。この農家の蓮根栽
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第 8凶 I農家の栽培カレンダー（聞き取りにより作成）

培以前の経営は，稲作＋麦作＋挫蚕であった。蓮

根栽培を導 入した頃， 桑園を普通畑に変えた。

また，多角経営を行な っている I家は， 第 8図の

栽培カ レンダーが示すように， 農家経営に梨栽培

を1970年から迫入している。 I家の労働力は，世

帯主 (52オ）， 妻 (52オ） ，長男 (27オ） と長男

の嫁 (25オ）の 4人である。経営耕地は， 自給用

の水田が30a,普通畑が10a,梨園が10a,蓮田

が 150aである。普通畑には大根 とビー）レ麦，サ

ツマ イモを一年ご とにロー テーショ ンさせて栽培

している。、梨園（長十郎 4割，三水 6割）は，台

地斜面を利用している 。蓮田は，130aを一戸の兼

業農家から 10a当り 3万円で借受けている。この

農家は， 9月頃，稲刈り と梨の収穫が重なるが，

労働力が多いために支障がないようである。 しか

し，以前水田の面積規校が多かった時期には，労

働が競合し，人手不足に苦しんでいた。

これらの 2つの農家の例からもわかる ように，

多角経営農家の場合には蓮田面積は，平均 1.5ha

程度であり ，そのうち50a程度を兼業農家などか

ら借受けている。ま た， この型の農家の多 くは，

以前捉蚕を行なっていたが，桑園を普通作物畑や

梨園にして，多角的な農家経営を指向 してきた。

就業構造的にみると ， この型は蓮根栽培専門農家

よ りも，労働力を多く必要 とする 。労働力は， 常

時 3人以上必要であり ，男 2人（世帯主と長男），

女 2人（妻と長男の嫁）の農家が，理想的なタ イ

プとしてあ げられる。 そのため，労働力の増加が

望めない農家は，蓮根栽培専門農家になる傾向が

認められる。

以上，述べてきた観点に立 って，戸崎部落の農

家を類型化したものが，第 4表である。

m-4 農家間の結びつき

蓮根栽培に関連した農家間の結びつ きは，

類ある。ひ とつは，蓮田の貸借関係であり ，

ひとつは，養畜農家と蓮根栽培農家との結びつき

2種

もう

である。

蓮田の貸借関係は，蓮根栽培専門農家や多角経

営農家の事例でみてきたように，多 くが蓮根専業

農家と兼業農家との結びつきであり， 全て部落内

で完結している。また， この関係は金銭的な契約

で結ばれ，年間10a当り3万円程度で成立 してい

る。

出島村全体の養畜農家と蓮根栽培農家との結び

第 9図で示されているよ うに， 3つに類つきは，

型化できる 。

第 I型は，掟畜農家と蓮根栽培農家の個人的な

契約で成立す る関係である。 この場合，家畜の排

泄物が，作物や中間生産物（ワラ など）と交換さ

れたり ， 1 t当り 2.000円で売 られたりしている。

これは，個人的な関係であるため，部落内で完結

してい る。

第II型は，養畜農家が自分の耕地に，家畜の排
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第 4表 戸崎部落における農家類型

農 家 類 型 蓮田面積 蓮田率 農業経営 戸数

専 Fり 農 家 1 ha以上 80％以上 蓮根 2 
蓮根専業農家

多角経営農家 60 a-1 ha 40-60% 蓮根十畑作，蓮根＋梨 39 

捉 畜 農 業 30 a以下 15~35笏 養畜＋蓮根 4 
非蓮根専業農家

第 2種兼業農家 20 a以下 70~90伶 勤務＋蓮根 10 

泄物を還元している。これは， 農家間の結びつき

ではないが，個人の農業経営の中で，養畜農業と蓮

根栽培とを結びつけている。

第III型は， 農協が排泄物の乾糞処理を行なって

有機肥料をつくり，農協間を流通してか，あるいは農

協から直接，有機肥料が蓮根栽培農家にもたらさ

れる関係である。この関係は全村的な結びつきで

あるが，まだ十分に普及していない。

戸崎部落内の養畜農家と蓮根栽培農家との結び

つきは，第 I型が 1件， 第II型が 4件である。第

I型の 1件は，養畜農家と 6戸の蓮根栽培農家

との結びつきであり，農作物と交換されたり， 1t

当り 2.000円で売られたりしている。 第II型の 4

件は，養畜農家の個人経営の中で蓮田や栗園など

の樹固地に還元されている。

III-5 蓮根収穫の機械化を促進させる条件

蓮根収穫の機械化を促進させた条件のひとつは

能率化である。米の生産調整により蓮田が拡大す

ると，従来の収穫のために使用されていたマンノ

ウグワやスキよりも能率的な収穫機械が要求され

た。マンノウグワやスキの能率はそれぞれ 1日に

40Kr;, 80-12 0 Kr;,掘取れるのに対して， 機械掘

りは 1日に 280-400 Kr;掘取ることができ，著

しく能率的である。

戸崎部落の機械導入年次を17戸の蓮根専業農家

について調査してみると， 1969年が 1戸， 1972年

が 2戸， 1973年が 5戸， 1974年が 6戸， 1975年が

蓮田率＝蓮田面積／耕地面積 X 1 0 0 (%) 

資料： 1975農業センサス農家調査

聞き取り調査

2戸である 。以上のように多くの蓮根専業農家は

1974年前後に掘取り機械を導入していた。この時

期は出島村の蓮田面積が著しく増加した時期と一

致していた。

能率的な機械掘りは蓮根専業農家ばかりでなく，

兼業農家にも採用された。蓮根専業農家は蓮田の

拡大に伴い能率的な掘取りが要求され機械掘りを

採用 した。これに対して，経営規模を縮小して蓮

根栽培を行なっている兼業農家は，土曜日曜の短い

時間を利用して掘取りを行なうためにやはり機械

掘りを採用した。また，機械本体は 5万円程度と

廉価であり，取扱いが簡単なことも兼業農家にと

り好都合であった。

皿ー6 収穫の機械化と蓮田拡大の結果

機械掘りの結果， ヒューガルポンプのノズルか

ら噴出されるジェット水流により土壌が撹乱され

泥となり ，粒子の細い とこ ろと大きいところに分

離される。土壌が沈降する時，粒子が大きいもの

は早く沈降し，細い粒子は遅く沈降するために，

分離された土壌は地下30,.._60cmのところに砂層を

つくる（写真 7)。11)この砂層には浸透水にとけ

た2価の鉄イオンが染込んで， 3価の鉄イオンと

なって沈澱し鉄成分の層が形成されている。
12) 

蓮根はこの砂層付近で成長するために鉄成分によ

り表面が赤味を帯び，また，砂層により表面が傷

つけられる。このため蓮根の品質は著 しく低下す

る。また，機械掘りのジェット水流に混じった砂
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第 9図 資源の還流関係の類型
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写真 7 機械掘りによりつくられる砂層 （地下60cm)

(1979年12月撮影）

により蓮根が痛みがちである。この ことからも蓮

根の品質は低下している。この品質の低下は蓮根

の価格の低下をまねいている。 1975年の東京都

中央卸売市場年報によれば， 茨城産の蓮根の 1埒

当りの価格は 265.3円，徳島産の 1埒当りの価格

は520.9円であり，価格面の差が明確に示されて

いる。

一方，蓮田の拡大は蓮根の生産量を増加させた

が，それは生産過剰の問題を生みだした。1977年

の蓮根の 1kg当りの平均価格は 300円であるのに

対して，1978年は生産過剰のため 1Kc;当りの平均

価格は 150-200円と暴落した。ま た， 米の生

産調整の再強化は蓮根栽培の砂質土壌地帯への拡

大をもたらしたが，

いる。

これも品質の低下を助長して

N むすび

この報告は，霞ケ浦沿岸地域，特に出島村下

大津地区戸崎部落において， 蓮根栽培の発展を規

定し てきた地域的条件や発展に ともなう地域の問

題についての調査結果である。

出島村の蓮根栽培は 1970年以降の米の生産調整

を機会に発展し，従来米の反収が少なかった低湿

地が高度に利用される ようにな った。蓮根栽培が

発展 してくると， 農業経営の専業と兼業への分化

は一層促進されることにな った。

—- 14 -



この農家間の分化を促す蓮根栽培の特質の一つ

は収穫可能期間が長く，適切な労働配分ができる

ことである。蓮根の掘取り作業の能率を向上させ

るため，機械掘りは蓮田を拡大させて大経営を行

なう専業農家や休日などに蓮根の収穫を行なう兼

業農家で採用され，労働生産性を高めた。しかし，

機械掘りの利用は土壌の状態に変化を生じ砂層や
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